








第 2章 基山町の維持向上すべき歴史的風致 105

【コラム】どろどろまいりと内信心

「佐賀県北東部の小さな町にも隠れ念仏が残る。」と、作家五木寛之が書いている（※１）。
この隠れ念仏とは、本町で江戸時代の頃から続けられている民衆真宗、「新後生 ( 後には新後世 )」

で行われる念仏のことである。この信心を「寺信心」に対して「内信心」という（※２）。江戸時代
の寺檀制度の陰で、寺僧抜きで在家同士が集まって信心を深めてきたもので、真宗集団からは、異端・
異安心とされる秘事法門のひとつである。江戸時代には何度も弾圧を受け、明治に入り、寺請制度
が消滅し信仰の自由の波も押し寄せてつつあったが、明治９年には新後生の先達の天本茂左衛門が
警察に連行され厳しい取調を受けている。免許なく「新後生」という一宗を開き数千人を帰依させ
ているのは政府にとって脅威であったようである。このように幾度となく辛い目に遭いながらもこの
信仰は守られてきた。この信仰の仲間に入るには、入信、成就の行を受ける。その行は、「ホウゾ
ウ」と呼ばれる行場に入り、「助け給え」を大声で連呼して、阿弥陀如来の救済にあずかる。つま
り、命の終わりを待たずして浄土往来が約束され、新しい後生が開ける。この信仰の心を温める為に、
今でも村供養、先祖供養、天神さん供養などの様々な供養時に、隣組や組合、時には町内外単位
で集まり、念仏を唱えている。その集まりを以前は公には出来ず、ひそやかに夜集まり行っていた
ので、「お茶沸かし」と言い、「○○日に、お茶飲みに来てくれなさい。」とその時の宿 ( 座元 ) が一軒々々
を訪れ案内して回った。今でもその名残りが残り、そう伝える所もあると聞く。その座に集まるのは、
普通一軒から一人で、主に主婦である。その座に呼ばれ、リーダーを務めるのが、信心練達した「お
客人」と呼ばれる人である。このお客人が音頭をとり、仏前 ( 宿元の仏壇の前 ) で「三遍返しの長念仏」
を読経し、信心を喜ぶと同時に、お参りを口実に集うことで地域共同体の繋がりを保っている。
人口１万７千人の本町に 14 ケ寺があり、その中の瀧光徳寺、本福寺、二階寺、青龍寺、吉祥寺の

５ケ寺が、新後生と真言宗、天台宗が習合して生まれた派生習合寺院である。
また、信心仲間で建立した説教場から寺となった明光寺と善覚寺もある。このように本町に寺が

多いことも、内信心が行われていた理由のひとつと考えられている。
そして「どろどろまいり」が長きに亘り続けられ、それが支えられ続けられてきたのも、この信仰

の心が根付いているからだと考えられている。
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